
議会だより議会だより
No.175た か は ぎ 2023.8

令和５年第２回定例会
会期　６月９日～６月２１日

議案に対する質疑……………………　３

委員会審査報告………………………　３

市政に対する一般質問………………　４ 高北清掃センター

高萩市議会
ホームページ



事件
番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果

報　告
第 3号

専決処分の承認を求めることについ
て（高萩市市税条例の一部改正につ
いて）

地方税法等の一部改正に伴い、個人市民
税関係では、令和 6年度から導入される森
林環境税の賦課徴収方法などを規定するも
の。軽自動車税関係では、電気自動車等を
取得した場合における軽課措置等の適用期
限を 3年延長するもの。固定資産税関係で
は、大規模修繕工事を行ったマンションに
係る税額の減額措置を創設するもの。

原案承認
（賛成多数）

報　告
第 4号

専決処分の承認を求めることについ
て（高萩市都市計画税条例の一部改
正について）

地方税法等の一部改正に伴い、引用条項ず
れの整理等を行うもの。

原案承認
（全員賛成）

報　告
第 5号

専決処分の承認を求めることについ
て（高萩市国民健康保険税条例の一
部改正について）

地方税法等の一部改正に伴い、国民健康保
険税の後期高齢者支援金等課税額に係る課
税限度額の引き上げ等を行うもの。

原案承認
（全員賛成）

報　告
第 6号

専決処分の承認を求めることについ
て（令和 5年度高萩市一般会計補正
予算（第 1号））

歳入歳出予算に、1億 4,499 万 7 千円を追
加したもの。新型コロナウイルスワクチン
接種経費。

原案承認
（全員賛成）

報　告
第 7号

専決処分の承認を求めることについ
て（令和 5年度高萩市一般会計補正
予算（第 2号））

歳入歳出予算に、3,418 万 1千円を追加し
たもの。低所得の子育て世帯生活支援特別
給付金給付経費（物価等高騰対策）。

原案承認
（全員賛成）

報　告
第 8号

専決処分の報告について（損害賠償
の額の決定及び和解について）

公用車が相手方宅の塀に接触し、損害を与
えたもの。

―

報　告
第 9号

令和 4年度高萩市一般会計予算継続
費繰越計算書について

一般廃棄物処理施設建設事業費負担金につ
いて、継続費の翌年度への繰越額を報告す
るもの。

―

報　告
第10号

令和 4年度高萩市一般会計予算繰越
明許費繰越計算書について

街路整備事業、市道舗装改良事業等につい
て、翌年度への繰越額を報告するもの。

―

報　告
第11号

令和 4年度高萩市一般会計予算事故
繰越し繰越計算書について

市道舗装改良事業、街路整備事業について、
翌年度への繰越額を報告するもの。

―

報　告
第12号

令和 4年度高萩市水道事業会計予算
繰越計算書について

配水管布設替工事等について、翌年度への
繰越額を報告するもの。

―

議　案
第32号

高萩市個人番号の利用等に関する条
例の一部改正について

個人番号の独自利用事務に、生活保護法に
準じて実施する生活に困窮する外国人に対
する生活保護の措置に関する事務を追加す
るもの。

原案可決
（全員賛成）

議　案
第33号

高萩市火災予防条例の一部改正につ
いて

消防法施行規則及び対象火気設備等の位
置、構造及び管理並びに対象火気器具等の
取扱いに関する条例の制定に関する基準を
定める省令の一部改正に伴い、急速充電設
備に係る基準の見直し等を行うもの。

原案可決
（全員賛成）

議　案
第34号

市有財産の無償譲渡について 山間地域光ファイバー設備を無償で譲渡す
るもの。

原案可決
（全員賛成）

議　案
第35号

救助工作車の取得について 救助工作車 1台の購入契約を締結するも
の。契約金額 1億 4,300 万円。

原案可決
（全員賛成）

議　案
第36号

令和 5年度高萩市一般会計補正予算
（第 3号）

歳入歳出予算に、3億 6,068 万 7 千円を追
加するもの。総合福祉センター大広間等改
修事業等の追加。

原案可決
（全員賛成）

令和５年第２回定例会に提出された議案等

提出された議案等について、内容の詳細は、議会事務局で閲覧できます。

2023年８月５日　（2）（第175号）

第
２
回
定
例
会

議案等一覧



平　
　

正
三　

議
員

質
問　

具
体
的
に
事
故
の
状
況
及
び
損

害
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

職
員
が
公
用
車
で
農

道
か
ら
市
道
１
６
６
１
号
線
を
松
岡
地

区
方
面
へ
左
折
合
流
す
る
際
に
、
公
用

車
左
側
面
で
相
手
方
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
角
を
削
り
、
損
害
を
与

え
た
も
の
で
あ
る
。

質
問　

損
害
賠
償
金
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て

い
る
が
、
相
手
が
な
ぜ
損
害
賠
償
金
を

求
め
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

相
手
方
か
ら
修
繕
し

な
く
て
も
よ
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

質
問　

相
手
方
が
損
害
賠
償
金
を
請
求

し
な
い
件
に
つ
い
て
、
な
ぜ
議
会
に
諮

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

地
方
自
治
法
第
１
８ 

０
条
第
2
項
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
の

和
解
及
び
損
害
金
の
確
定
を
議
会
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

委
員
会
審
査
報
告

６
月
19
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
４
件
の
審
査
を
行
っ
た
。

○
令
和
５
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

問　

観
光
事
務
経
費
「
車
中
泊
イ
ベ
ン

ト
開
催
委
託
料
」
に
つ
い
て
、
実
施
時

期
と
参
加
者
の
見
込
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

車
中
泊
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た
国
内

最
大
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
茨

城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
期
間
と
な
る
10
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

10
月
初
旬
の
休
日
、
祝
日
と
な
る
予
定

で
す
。
車
中
泊
の
実
証
実
験
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
よ
り
、
今
後
本
市
に
お
い
て

交
流
人
口
拡
大
、
観
光
消
費
の
拡
大
等

に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
検
証
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
参
加
人
数

に
つ
い
て
は
、
３
千
人
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

総
務
産
業
委
員
会

坪
和　

久
男　

議
員

質
問　

取
得
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

消
防
長　

更
新
計
画
で
は
、
購
入
か
ら

18
年
を
過
ぎ
た
も
の
、
ま
た
は
エ
ン
ジ

ン
の
稼
働
時
間
が
７
千
時
間
を
超
過
し

た
車
両
に
つ
い
て
、
安
全
性
を
検
証
し

な
が
ら
計
画
的
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
救
助
工
作
車
は
、
購
入
か
ら
20

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
更
新
す

る
も
の
で
す
。

質
問　

救
助
工
作
車
の
特
徴
・
主
な
機

能
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

消
防
長　

①
災
害
時
に
お
け
る
悪
路
等

の
走
行
で
機
動
性
を
向
上
す
る
た
め
４

Ｗ
Ｄ
駆
動
方
式
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

②
キ
ャ
ビ
ン
を
ハ
イ
ル
ー
フ
に
す
る
こ

と
に
よ
り
積
載
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
、
隊

員
が
車
内
で
装
備
品
の
装
着
が
容
易
に

で
き
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

③
様
々
な
救
助
資
機
材
が
搭
載
さ
れ
て

お
り
、交
通
事
故
で
の
閉
じ
込
め
事
案
、

機
械
な
ど
に
よ
る
挟
ま
れ
事
故
、
車
両

火
災
に
対
す
る
消
火
な
ど
災
害
現
場
で

機
動
力
が
発
揮
で
き
る
装
置
を
搭
載
。

ま
た
、
近
年
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

る
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
水
災
害
で

の
救
助
や
避
難
に
活
用
で
き
る
救
助
用

ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
積
載
し
て
お
り
ま
す
。

報
告
第
８
号　

専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て
（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及

び
和
解
に
つ
い
て
）

議
案
第
35
号　

救
助
工
作
車
の
取
得

に
つ
い
て

６
月
16
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
報
告
５
件
、
議
案
２
件
、
陳
情
１
件

の
審
査
を
行
っ
た
。

○
令
和
５
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

問　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間
改
修

事
業
で
、
音
楽
室
を
設
置
す
る
目
的
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

中
央
公
民
館
の
利
用
内
容
と
い
た

し
ま
し
て
、
コ
ー
ラ
ス
や
ギ
タ
ー
な
ど

音
楽
活
動
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
の
中
央
公
民
館
に
は
、
防
音
機
能
が

施
さ
れ
た
貸
室
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
会
議
室
等
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
も
あ
る
こ

と
か
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
機
能

移
転
に
当
た
り
、
音
楽
室
を
新
た
に
設

置
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

問　

防
音
機
能
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
Ｒ
Ｃ
構
造

で
、
も
と
も
と
遮
音
性
が
高
い
造
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。今
回
の
工
事
で
は
、

浴
室
の
北
側
に
あ
る
窓
を
二
重
サ
ッ
シ

に
し
、壁
に
吸
音
ボ
ー
ド
を
張
り
ま
す
。

出
入
口
に
音
楽
ス
タ
ジ
オ
仕
様
の
扉
を

設
置
す
る
な
ど
の
防
音
対
策
を
い
た
し

ま
す
。
床
の
構
造
に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
重
床
と
し
、
下
地
に
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

を
挟
む
な
ど
、
階
下
に
対
し
て
の
配
慮

を
い
た
し
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

2023年８月５日　（3） （第175号）

第
２
回
定
例
会

議案質疑・委員会審査報告



質
問　

事
業
用
地
取
得
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
、
や
す
ら
ぎ
の

丘
温
泉
病
院
入
り
口
ま
で
の
区
間
３
２ 

０
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
工
事
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
事
業
用
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
者
の
御
理
解
・
御
協
力
に
よ

り
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
全
て
の
事

業
用
地
の
取
得
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

産
業
建
設
部
長　

そ
れ
い
ゆ
病
院
入
り

口
付
近
の
擁
壁
工
事
を
進
め
、
６
月
末

の
完
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

今
後
の
事
業
完
了
に
向
け
た
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

本
年
度
の
事
業
完
了

を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
要
望
額

に
対
し
、
国

の
交
付
額
が

不
足
し
て
お

り
、
現
在
、

国
に
対
し
、

要
望
額
満
額

の
交
付
を
申

し
入
れ
て
お

り
ま
す
。

質
問　

関
根
川
か
ら
北
側
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

下
手
綱
地
内
か
ら
北

茨
城
市
ま
で
の
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
事
業
主
体
で
あ
る
茨
城
県
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
立
体
交
差
と

な
る
高
萩
清
松
高
等
学
校
付
近
の
橋
梁

工
事
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
学
校
西

側
の
切
土
工
事
を
予
定
し
て
い
る
と
の

説
明
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

質
問　

国
道
４
６
１
号
か
ら
市
道
１
０ 

２
号
線
の
供
用
開
始
時
期
に
つ
い
て
。

産
業
建
設
部
長　

事
業
主
体
で
あ
る
茨

城
県
に
お
い
て
早
期
完
成
を
図
る
た

め
、
用
地
取
得
が
完
了
し
た
箇
所
か
ら

工
事
に
着
手
し
て
い
る
と
説
明
を
受
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〇
山
間
地
観
光
周
遊
道
路
の
工
事
に
つ

い
て

市
道
２
１
７
号
線
（
温
泉
病
院

入
り
口
）
の
道
路
改
良
工
事
に

つ
い
て

都
市
計
画
道
路
３
・
５
・
９
号
安

良
川
赤
浜
線
の
工
事
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

渡
辺
悦
夫

�

議
員

市道 217号線
（それいゆ病院入り口付近）

質
問　

平
成
20
年
と
令
和
５
年
度
の
、

借
入
金
残
高
と
基
金
の
残
高
を
伺
う
。

企
画
総
務
部
長　

平
成
20
年
の
借
入
金

残
高
は
３
３
９
億
円
、
令
和
５
年
は

１
８
８
億
円
で
す
。
基
金
の
合
計
残
高

は
、
平
成
20
年
が
18
億
円
、
令
和
５
年

が
32
億
円
で
す
。

質
問　

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
10
月
１
日
ま
で
、
１
年
間
の
人
口

動
態
を
伺
う
。

企
画
総
務
部
長　

総
人
口
は
、
令
和
３

年
が
２
万
７
２
４
７
人
、
令
和
４
年
は

２
万
６
６
９
８
人
、
１
年
間
で
５
４
９

人
の
減
で
す
。
出
生
者
数
１
０
８

人
、
死
亡
者
数
４
２
９
人
、
転
入
者
数

７
２
３
人
、転
出
者
数
９
５
１
人
で
す
。

質
問　

令
和
27
年
の
社
人
研
推
計
準

拠
、
１
万
７
７
０
０
人
は
達
成
で
き
る

の
か
伺
う
。

企
画
総
務
部
長　

１
万
７
７
０
０
人
を

確
保
す
る
の
は
大
変
厳
し
い
。

質
問　

学
校
給
食
費
無
償
化
実
施
の
必

要
財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

追
加
必
要
財
源
は
、
６
６ 

５
６
万
２
千
円
で
す
が
、
予
算
と
し
て

は
現
在
の
助
成
金
を
含
め
て
８
７
３
２ 

万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

質
問　

学
校
給
食
費
無
償
化
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
伺
う
。

市
長　

恒
久
的
な
財
源
の
確
保
が
で
き

れ
ば
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
給

食
費
無
償
化
を
検
討
し
た
い
。

要
望　

日
立
市
、
北
茨
城
市
両
市
は
完

全
無
償
化
し
て
い
る
。
人
口
減
少
問
題

に
危
機
感
を
持
っ
て
、
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
と
、
学
校
給
食
費
無
償
化
の
早
期

実
施
を
要
望
し
ま
す
。

高
萩
市
の
財
政
に
つ
い
て

人
口
減
少
問
題
と
少
子
化
対
策

に
つ
い
て

田
所
和
雄

�

議
員

都市計画道路３・５・９号安良川
赤浜線（高萩清松高等学校南側）

国立社会保障・人口問題
研究所2045年推計人口

（人口ビジョンより）

90歳以上

85～89歳

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

5～9歳

0～4歳

男性 女性

男性　8,806人
女性　8,894人
合計 17,700人

65歳以上    8,034人
15～64歳   8,225人
0 ～14歳　1,441人

2045年（令和27年）の
高萩市の人口ピラミッド

2023年８月５日　（4）（第175号）
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質
問　

北
茨
城
市
、
日
立
市
で
は
、
地

域
の
防
犯
灯
は
行
政
管
理
に
移
行
し
て

い
る
。
常
会
の
減
少
が
進
み
、
防
犯
灯

が
な
く
な
り
暗
い
街
に
な
っ
て
し
ま

う
。
防
犯
灯
の
維
持
管
理
を
市
に
移
行

す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長　

防
犯
灯
の
市
管
理
移
行
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

市
が
行
っ
て
い
る
公
共
交
通
手

段
に
は
長
所
、
欠
点
が
あ
り
、
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
た
め
に
、
高
齢
者
が
利

用
す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

健
康
福
祉
部
長　

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券

を
支
給
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　

市
道
１
４
０
３
号
線
（
ブ
テ
ィ 

ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
洋
品
店
～
浜
野
町
踏

切
）
の
側
溝
に
、
歩
行
者
の
安
全
の
た

め
に
蓋
が
け
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

産
業
建
設
部
長　

劣
化
・
破
損
状
況
や

危
険
箇
所
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行

い
、
必
要
性
を
判
断
し
て
、
蓋
が
け
な

ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

国
道
４
６
１
号
の
八
幡
宮
西
入

り
口
か
ら
東
に
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
間

に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
、
イ
オ
ン
北

入
り
口
交
差
点
と
高
萩
市
斎
場
入
り
口

交
差
点
に
信
号
機
の
設
置
を
す
べ
き
と

考
え
る
。

企
画
総
務
部
長　

道
路
管
理
者
で
あ
る

茨
城
県
及
び
関
係
機
関
等
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

質
問　

市
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

届
け
出
を
１
か
所
で
で
き
る
よ
う
に
、
お

く
や
み
窓
口
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長　

負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
、
引
き
続
き
検
討
し

て
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
い
き
た
い
。

〇
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

常
会
等
防
犯
灯
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

お
く
や
み
窓
口
の
設
置
に
つ

い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

平
　
正
三

�

議
員

国道 461号　八幡宮西入り口
（ガードレール設置要望箇所）

質
問　

自
衛
隊
本
部
か
ら
の
依
頼
に
よ

る
名
簿
の
提
供
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

企
画
総
務
部
長　

自
衛
隊
法
施
行
令
に

は
、
防
衛
大
臣
は
自
衛
官
や
自
衛
官
候

補
生
の
募
集
に
関
し
、
市
町
村
長
に
対

し
、
必
要
な
報
告
や
資
料
の
提
出
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
18
歳
に
な
る
方
の
情
報
を

紙
媒
体
で
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

情
報
提
供
を
希
望
し
な
い
人
の

扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

企
画
総
務
部
長　

除
外
申
出
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
提
供
情
報
か
ら

除
外
い
た
し
ま
す
。

質
問　

除
外
申
出
書
の
受
付
期
間
と
申

請
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

企
画
総
務
部
長　

詳
し
く
は
総
務
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
等
で
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

質
問　

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

を
導
入
す
る
と
、
自
治
体
経
費
は
ど
の

位
か
か
り
ま
す
か
。

市
民
生
活
部
長　

各
種
証
明
書
が
居
住

市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
、
市
役
所
の

開
庁
時
間
外
で
も
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で

き
ま
す
が
、
県
内
自
治
体
で
は
高
萩
市

だ
け
導
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
初
期
導
入

費
用
４
６
０
万
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
４
５
０
万
円
、
合
計
で
９
１
０
万
円

か
か
り
、
近
隣
市
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利

用
率
が
11
％
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
市

の
発
行
件
数
で
試
算
す
る
と
、
１
通
当

た
り
約
２
６
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

質
問　

市
役
所
で
は
３
０
０
円
で
す
の

で
差
は
大
き
い
で
す
。
導
入
す
る
必
要

が
あ
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

他
自
治
体
の
利
用
率
や
本
市
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
を
み

て
判
断
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
事
務
に
係
る
対
象

者
情
報
提
供
に
つ
い
て

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
等

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

八
木
陽
子

�

議
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質
問　

旧
松
岡
幼
稚
園
の
園
庭
を
公
園

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

企
画
総
務
部
長　

高
萩
市
公
共
施
設
等

管
理
計
画
に
基
づ
く
集
約
化
・
複
合
化

に
よ
り
廃
止
し
た
松
岡
幼
稚
園
跡
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
民
間
へ
の
売
却
も
含

め
、
保
有
資
産
を
減
ら
す
方
向
で
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
園
庭
と
ア
プ
ロ
ー
チ
広
場
を
一
体

化
し
た
公
園
と
し
て
利
用
す
る
計
画

は
、現
在
の
と
こ
ろ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

要
望　

高
萩
市
内
に
は
子
供
た
ち
を
遊

ば
せ
る
公
園
が
少
な
い
と
い
う
声
も
多

く
聞
い
て
い
ま
す
。
元
園
庭
は
幼
児
、

子
供
た
ち
が
遊
ぶ
の
に
最
適
な
場
所
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
子
供
た
ち
の

遊
べ
る
場
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

令
和
５
年
度
の
対
策
事
業
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

森
林
所
有
者
意
向
調

査
等
委
託
料
５
０
０
万
円
、
間
伐
等

森
林
整
備
事
業
委
託
料
６
０
０
万
円
、

林
道
小
山
線
落
石
対
策
工
事
請
負
費

２
０
２
０
万
円
、
身
近
な
み
ど
り
整
備

推
進
事
業
委
託
料
３
０
０
万
円
、
合
計

３
４
２
０
万
円
の
森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

高
萩
市
に
は
荒
廃
し
て
い
る
竹

林
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
荒
廃
竹

林
等
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

荒
廃
竹
林
等
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
答
弁
い
た

し
ま
し
た
、
令
和
５
年
度
の
事
業
の
う

ち
、
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
を

活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望　

竜
子
山
の
竹
林
は
荒
廃
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
整

備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

旧
松
岡
幼
稚
園
の
利
活
用
に
つ

い
て

坪
和
久
男

�

議
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森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

身近なみどり整備推進事業
案内板

質
問　

常
会
組
織
の
団
体
数
（
連
絡
員

数
）
と
加
入
率
に
つ
い
て
、
直
近
３
年

の
推
移
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

企
画
総
務
部
長　

令
和
３
年
連
絡
員

４
４
６
人
、
加
入
率
は
全
世
帯
の
う
ち

53
・
６
％
、
令
和
４
年
連
絡
員
４
２
９

人
、
加
入
率
51
・
５
％
、
令
和
５
年
連

絡
員
４
０
９
人
、
加
入
率
48
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

任
意
の
組
織
で
あ
る
常
会
に
つ

い
て
は
、
市
に
は
指
導
・
監
督
的
な
権

限
が
な
い
中
で
、
常
会
の
役
割
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
が
、
答
弁

に
あ
っ
た
よ
う
に
年
々
加
入
率
が
減
少

し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

企
画
総
務
部
長　

常
会
は
、
地
域
の
皆

様
が
自
主
的
に
様
々
な
活
動
を
行
う
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
組
織
で
あ
り
ま
す
の

で
、
市
の
ほ
う
か
ら
お
示
し
す
る
よ
う

な
役
割
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
持
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
と
し
て
、
常
会
が

担
っ
て
き
た
機
能
が
今
後
も
維
持
さ
れ

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

常
会
は
市
報
配
り
や
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
回
覧
す
る
と
い
っ
た
役
割

が
な
く
な
り
、
募
金
や
寄
附
金
の
納
入

と
防
犯
街
路
灯
電
気
代
の
支
払
い
が
主

な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
、
常
会

の
加
入
率
も
減
っ
て
き
て
い
て
、
電
気

代
を
負
担
し
て
い
な
い
方
も
い
て
不
公

平
感
が
生
ま
れ
て
い
る
。
電
気
代
は
、

全
額
市
が
負
担
す
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
で
す
か
。

市
長　

電
気
代
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
事
業
を
進
め
て
い
る

団
体
に
は
、
こ
の
半
分
の
電
気
代
を
補

助
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
内
会
に
つ
い
て

岩
倉
幹
良

�
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旧松岡幼稚園

「
安
心
安
全
な
ま
ち
」
を
守
る
街
路
灯

2023年８月５日　（6）（第175号）

第
２
回
定
例
会

一 般 質 問



質
問　

全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推

進
法
」
が
昨
年
施
行
さ
れ
た
。
法
が
示

す
基
本
的
理
念
に
の
っ
と
り
、
音
声

コ
ー
ド
の
普
及
を
早
急
に
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　

市
が
発
行
す
る
広
報
紙
や
通
知

等
に
円
滑
に
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
か

ど
う
か
も
含
め
て
改
め
て
検
討
し
、
で

き
る
も
の
か
ら
順
次
実
施
し
、
そ
の
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

誰
も
が
災
害
情
報
を
理
解
し
、

避
難
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
高
萩
市
防

災
マ
ッ
プ
に
音
声
コ
ー
ド
を
付
け
る
べ

き
と
思
う
が
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

国
土
交
通
省
や
他
の

自
治
体
で
の
導
入
状
況
を
調
査
・
研
究

し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

視
覚
障
害
者
を
対
象
に
ス
マ
ホ

講
習
会
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

高
萩
市
視
覚
障
害
者

福
祉
協
議
会
と
も
協
議
し
、
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
「
書
か
な
い
・
待
た
な
い
窓
口
」

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。
書
か
な
い
と

は
、
市
民
が
紙
の
申
請
書
に
記
入
し
て

い
た
手
続
を
、
担
当
職
員
が
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
申
請
書
の
作
成
を
支
援
す
る

取
組
で
す
。
待
た
な
い
と
は
、
ス
マ
ホ

で
確
認
で
き
る
発
券
機
を
導
入
し
て
、

行
列
や
混
雑
を
解
消
す
る
取
組
で
す
。

シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長　

証
明
書
発
行
ま
で
の
待
ち
時
間

の
短
縮
な
ど
、
市
民
の
利
便
性
や
事
務

の
効
率
化
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

菊
地
正
芳

�

議
員

誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
た

め
の
情
報
取
得
に
つ
い
て

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

質
問　

高
浜
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
ナ
イ
タ
ー
の
照
明
が
暗
い

し
、
い
く
つ
か
電
球
が
切
れ
て
い
る
。

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
見
積
り
も
取
っ

て
い
る
そ
う
だ
が
、
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
。
電
気
代
は
上
が
っ
て
い
る
の
で
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

見
積
も
り
は
１
５
０
０
万

～
２
千
万
円
程
度
。
令
和
６
年
度
工
事

実
施
に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

今
年
度
、
内
閣
府
よ
り
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る
支
援
の
対
象
自
治

体
に
選
定
さ
れ
た
。
公
共
施
設
等
の
管

理
運
営
に
民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
の
事
業
、

常
総
市
で
は
ト
ラ
イ
ア
ル
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
本

市
で
は
ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

企
画
総
務
部
長　

花
貫
渓
谷
利
活
用
及

び
森
林
公
園
整
備
基
本
構
想
に
つ
い

て
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を

実
施
し
、
民
間
活
力
を
取
り
入
れ
、
魅

力
向
上
と
適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
。

質
問　

県
の
観
光
い
ば
ら
き
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
高
萩
市
の「
関
根
川
の
大
滝
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
実
際
に
行
く
と
、
滝
が

見
え
る
よ
う
に
降
り
ら
れ
る
道
が
舗
装

さ
れ
、
手
す
り
も
つ
い
て
い
る
が
、
草

や
木
が
生
い
茂
っ
て
い
て
滝
は
よ
く
見

え
な
い
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
以
上
、案
内
板
を
設
置
し
、

草
や
木
を
切
っ
て
滝
が
見
え
る
よ
う
に

整
備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
状
で
は
周
辺
の
環
境
整
備
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
観
光
地
と
し
て

は
課
題
が
多
い
。
県
に
現
状
を
説
明
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
一
度
外
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

〇
畜
産
団
地
に
つ
い
て

吉
川
道
隆

�

議
員

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

市
内
の
滝
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

関根川の大滝
（観光いばらきより）

2023年８月５日　（7） （第175号）
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委員会視察報告

件　　　　　名 結　　果

インボイス制度実施延期を求める意見書採択に関する

陳情書
継続審査

請願・陳情の審議結果

「
書
か
な
い
・
待
た
な
い
市
役
所
」

の
取
組
と
し
て
、
申
請
書
記
入
負
担
の

軽
減
を
図
る
窓
口
申
請
支
援
や
待
ち
人

数
を
ス
マ
ホ
等
で
確
認
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
。

【
視
察
地
】
奈
良
県
大
和
郡
山
市

【
調
査
事
項
】
観
光
行
政
に
つ
い
て

金
魚
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
ま

た
、
郡
山
城
跡
や
城
下
町
と
し
て
栄
え

た
古
い
町
並
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
奈

良
市
及
び
京
都
、
大
阪
に
も
至
近
距
離

に
あ
っ
て
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
観

光
客
が
大
勢
訪
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
独
自
の
地
域
資
源
を
活
用

し
て
、
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

◇
文
教
厚
生
委
員
会
◇

〇
５
月
９
日
～
11
日

【
視
察
地
】
長
崎
県
諫
早
市

【
調
査
事
項
】
子
育
て
支
援
事
業
に
つ

い
て「

来
て
よ
し
、
住
ん
で
よ
し
、
育
て

て
よ
し
！
あ
な
た
の
ま
ち
諫
早
」
の
実

現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
平
成
21
年
に
開
設
し
た
子
育
て

支
援
施
設
「
こ
ど
も
の
城
」
は
、
子
ど

も
た
ち
が
生
き
る
力
を
培
う
こ
と
を
目

指
し
、「
人
」
や
「
自
然
」
と
の
触
れ

合
い
を
通
し
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
共

に
学
び
あ
う
施
設
で
あ
る
。
地
域
子
育

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
と

な
り
、「
人
が
一
番
の
遊
具
」
と
い
う

形
で
運
営
さ
れ
、
年
間
10
万
人
超
の
利

用
者
が
あ
る
。

【
視
察
地
】
熊
本
県
玉
名
市

【
調
査
事
項
】
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
の
１
市
３
町
の
合
併
に
よ

り
、小
学
校
21
校
、中
学
校
６
校
と
な
っ

た
が
、
平
成
24
年
に
「
玉
名
市
学
校
規

模
・
配
置
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、

小
学
校
は
15
校
と
な
っ
た
。
令
和
４
年

か
ら
は
「
第
２
次
玉
名
市
学
校
規
模
・

配
置
適
正
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

◇
総
務
産
業
委
員
会
◇

〇
５
月
23
日
～
25
日

【
視
察
地
】
京
都
府
長
岡
京
市

【
調
査
事
項
】
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
組
に

つ
い
て

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
て
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、
職
員
の

業
務
効
率
化
が
目
的
で
あ
る
。
５
つ
の

目
指
す
べ
き
姿
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の

全
て
に
お
い
て
共
通
す
る
の
は
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
中
心
に
業
務
改
善
を
進
め
て
い
る
。

小
学
校
数
を
９
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

ま
た
、
玉
陵
小
学
校
と
玉
陵
中
学
校
で

は
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
を

推
進
し
て
い
る
。

諫早市子育て支援施設
「こどもの城」

大和郡山市観光ボランティアガイド
による観光案内

2023年８月５日　（8）（第175号）



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
高

萩
読
み
き
か
せ
グ
ル
ー
プ
」
が
音

訳
し
た
『
議
会
だ
よ
り
』
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

声
の
広
報

（
議
会
だ
よ
り
の

　
　
　
音
声
版
）

政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に役立てるため必要な経費の一部として、議員に対して

交付されるものです。

高萩市議会議員には、1人当たり月額 1万円が、年度当初の 4月に 1年分 12 万円が交付されます。

各議員は、毎年収支報告書に領収書を添付して議長に提出し、残額は返還します。

なお、収支報告書は議会事務局で閲覧できます。

項　目

氏　名

支　　　出　　　額 残　額
（戻入額）研修費 広報費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務所費 合　計

坪和 久男 2,812 11,160 47,563 61,535 58,465

渡辺 悦夫 80,400 39,600 120,000 0

岩倉 幹良 80,400 39,600 120,000 0

我妻 康伸 0 120,000

八木 陽子 3,000 10,340 8,941 24,051 39,963 86,295 33,705

大森 要二 56,874 56,874 63,126

田所 和雄 101,910 101,910 18,090

菊地 正芳 2,640 39,600 42,240 77,760

吉川 道隆 120,000 120,000 0

今川 敏宏 43,095 40,800 83,895 36,105

平 　正三 120,000 120,000 0

寺岡 七郎 52,400 55,150 12,450 120,000 0

前議員（３か月分）

飯田 毅昭 0 30,000

前議員（９か月分）

大足 光司 0 90,000

令和 4年度政務活動費の支出状況

議
会
日
誌

19
日　

茨
城
県
北
市
議
会
議
長
会

定
例
会

22
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
正

副
会
長
会
・
理
事
会
・
定

例
会

25
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

1
日　

議
会
全
員
協
議
会

9
～
21
日

　
　
　

第
２
回
定
例
会

21
日　

議
会
広
報
委
員
会

13
日　

議
会
広
報
委
員
会

20
～
21
日茨

城
県
市
議
会
議
長
会
視

察
研
修
会

24
日　

議
会
広
報
委
員
会

5
月

6
月

7
月

2023年８月５日　（9） （第175号）



民 の 声市

議
会
広
報
委
員
会

委　

員　

長　

八　

木　

陽　

子

副
委
員
長　

坪　

和　

久　

男

委　
　

員　

菊　

地　

正　

芳

 

大　

森　

要　

二

 

我　

妻　

康　

伸

 

岩　

倉　

幹　

良

 

渡　

辺　

悦　

夫

全国的に少子高齢化社会、地域活性化などが

叫ばれて久しい・・・。

３年半にわたる新型コロナウイルス感染症で

の先行きが見えない閉塞感の中で「誰もが安全

で平等に穏やかに暮らせる社会など理想でしか

ないのだ」と知りました。そこで学んだことは

まず健康。日常生活に支障がないうちに「自分

の身体は自分で守る」意識を持ちましょう。積

極的に健康診査を受けて毎日身体を動かし、同

時に身近な人と共存する体制をつくりましょう。

シルバーリハビリ体操教室をご存じでしょう

か。集会所、公民館、総合福祉センター等で行

われております。「いつでも、どこでも、だれ

でもできる」体操です。この体操は場所を選ば

ず、道具を一切使わず、自分の力で動くだけな

のです。一日の目標達成に歩いている元気な方

も、身体全体の筋力トレーニングを行っている

島名在住　稲田　道子さん

1 日（金）　本会議　議案上程

4日（月）　本会議　一般質問

5日（火）　本会議　一般質問

7日（木）　本会議　議案質疑

8日（金）　文教厚生委員会

11日（月）　総務産業委員会

12日（火）　決算特別委員会（総務産業所管）

13日（水）　決算特別委員会（文教厚生所管）

14日（木）　決算特別委員会（特別・企業会計）

19日（火）　本会議　採決

※開会中においても日程等が変更になるこ
とがあります。

令和５年第３回定例会（９月）予定

方も、年齢からくる衰えは食い止めることはで

きません。

しかし、その速度を緩めるための体操なので

す。市民一人ひとりが健康に暮らすことは市の

繁栄に繋がり明るいまちづくりになるはずで

す。「予防に勝る治療なし」自分の身体を守る

のは医者でもなければ薬でもない。ましてや預

金ではない。何か ?「預筋」です。身の回りの

ことが自分でできる今からシルバーリハビリ体

操に参加し、筋力強化等に努めましょう。国が

社会が行政が何もしてくれないではなく、社会

に行政に今日の自

分は何が役立てる

か、ポジティブに

考え、行動してみ

てはいかがでしょ

うか。

編

集

後

記

５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
が
、
国
の
方
針
に
よ
り

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

症
（
２
類
相
当
）
か
ら
５
類
感
染

症
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
議
会

に
お
い
て
も
各
種
対
応
が
変
更
さ

れ
、
マ
ス
ク
の
着
用
も
個
人
の
判

断
が
基
本
と
な
り
ま
し
た
。
議
場

の
傍
聴
席
も
定
員
の
50
席
ま
で
使

用
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
方
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
全
国
的
に
広
が
っ

て
き
て
お
り
、「
第
９
波
」
へ
の

懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
基

本
的
な
感
染
症
対
策
を
市
民
の
皆

様
と
共
に
実
践
し
、
感
染
が
拡
大

し
な
い
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
市
議
会
は
、
市
民

の
皆
様
が
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
執
行
部
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
坪
和　

久
男　

記
）

全国市議会議長会定期総会及び茨城県市議会議長会定

例会において、議員在職 15 年表彰として田所和雄議員、

大森要二議員が表彰されました。

永年勤続議員表彰

2023年８月５日　（10）
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